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＊上越市立北諏訪小学校

［学校ヘルスケア］

「けんこうの日」 における養護教諭や担任からの手立てが，
児童に与える効果に関する事例研究

－月２回の生活習慣改善取組の実践より－

青柳　七奈＊

１　主題設定の理由
　近年のICT機器の急速な普及により，インターネット活用の低年齢化が問題視されており，入学前からの家庭でのア
ウトメディアはかなり重要である。佐野ら（2020)1)によると，３時間以上の長時間のメディア利用は，睡眠，食事，
身体活動の生活習慣全般に影響があること，主観的健康感との関連があることも示唆されている。つまり，小学校から
児童自身が，生活習慣の乱れがないか自ら振り返り，改善行動を起こすきっかけとして，生活改善の取組を行うことは
重要であると言える。奈良原（2017)2)によると，家族でアウトメディアの取組にチャレンジしたことで，我慢する大
変さに気付き，家族の会話や関わりが増えたことで前向きな感想をもつ保護者が多く，子供や保護者に対して一定の効
果があったと述べている。
　現任校の中学校区では，メディアをはじめとした早寝・早起き，朝ごはん，歯みがきなど，生活習慣を改善するため
の取組を毎月10日に行っている。当校は小規模校であることや児童の取組意欲が高いことから10日に加え，20日も含め
た月２回の実施をしている（以下「けんこうの日」とする）。養護教諭を中心に児童への指導を行い，家庭と連携しな
がら取り組んできた。その結果，取組カードや学期末評価（児童・保護者）等から，児童の生活習慣の改善や向上が見
られる。奈良原（2017)2)のように，「けんこうの日」においても肯定的な効果がもたらされていると考えられる。
　しかし，学年によっては改善の数値が伸び悩んでいる。また，生活習慣の改善が見られない児童の固定化もあり課題
となっている。加納ら（2016)3)は集団指導の76.7％は養護教諭単独の指導となっており，組織的に集団指導を実施し
ていくことに課題が生じていると述べている。また，本岡（2020)4)は，「今までの保健指導は養護教諭単独の取組で終
わり，学校全体の取組につながっていなかった。校内における実際の取組と計画が一致していない現状が課題であ
る。」と，述べている。当校でも「けんこうの日」を実施していく中で，養護教諭のみの情報発信だけでは限界がある
ことが課題であると感じていた。そこで小林ら（2010)5)による教員院生が，目標を共有し責任を分担することで，協
働が生まれ担任教師が変容し，その結果，学習者が落ち着きを見せた報告がある。ならば，養護教諭だけでなく，担任
や保護者と健康課題の解決に向けて同じベクトルを向き，一緒に取り組めるよう，養護教諭がコーディネートしていく
ことが課題改善への構築につながるのではないかと考える。よって本研究は，「けんこうの日」の取組について当校の
取組を振り返り，担任らと協力して行ってきたこれまでの方策を検証することで，よりよい生活習慣改善の形成を目指
すことを目的とする。

２　調査の方法
（1）調査対象　　上越市立Ｋ小学校　全校児童（令和元年度：71名，令和２年度：72名，令和３年度：70名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 令和２・３年度教職員（２名）
（2）調査概要　　　　
　調査期間を調査１【令和元年（平成31年）４月～令和２年２月】，調査２【令和２年４月～令和３年７月】と２つの
期間に分けて，「けんこうの日」の取組の調査を実施する。調査１の期間では，「けんこうの日」の取組の各項目の数値
の様子と養護教諭が実践した指導の手立てを比較し，児童の課題とその課題解決のための養護教諭の指導が適切であっ
たか検討する。
　調査２の期間では，調査１で明らかになった課題を解決するために，養護教諭一人で問題解決にあたるのではなく，　
担任教師とも一緒になっての取組，手立ての有効性について検証していく。
（3）調査内容
　「けんこうの日」の取組について，以下①～④の４点を分析する。
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　　①　「けんこうの日」取組カード（図１）
　カードの内容は次の７項目のとおりとした。早起き（６時30分起床），朝ごは
ん（おかず含），朝・夜の歯みがき，メディア（０，１，２時間の３コースから
選択），読書，柔軟運動，早寝（１・２年生：21時就寝，３・４年生21時30分就
寝，５・６年生22時就寝）である。
　児童は，上記の７項目を◎（進んでできた），○（できた），△（できなかっ
た）の３段階で月２回保護者と一緒に評価する。また，「けんこうの日」や普段
の様子について，記述で振り返る枠がある（低学年では，保護者が記入する場合
もある）。保護者は，10日の児童の様子について記入する（10日に記入が無かっ
た場合は，20日の様子について記入する）。
　　②　「けんこうの日」の取組
　「けんこうの日」の流れは表１のとおりである。

　③　養護教諭又は担任の指導の実際
　　ア）給食時にランチルームで，養護教諭から全校児童に対しての生活習慣指導（ｂ，ｆ）。
　　イ）掲示物や保健だより等による意識啓発（ａ，ｉ)。
　　ウ）帰りの会等での担任から児童への取組カード配付，声掛けや励まし（ｃ，ｄ，ｇ)。
　　エ）養護教諭による児童の実態把握や個別指導（ｅ，ｈ，ｉ)。
　　オ）担任における，取組結果の確認（ｊ）
　④　保健だよりや保健日誌の確認
　　生活習慣改善のために取り組んだ養護教諭の指導内容を，保健だよりと保健日誌より確認する。

３　調査の実際１　「けんこうの日」の取組についての分析【令和元年（平成31年）４月～令和２年２月】
（1）目的
　「けんこうの日」の取組について，取組カードや保健日誌から養護教諭
の指導を振り返り，児童（71名）や家庭に与えた影響を明らかにする。
（2）分析方法
　・取組カードに記入された３段階評価を，項目ごとに集計して分析する。

・養護教諭の全校児童に対する指導の有無や指導内容について分析を行
う。

（3）「けんこうの日」の取組についての分析
　①　取組カード７項目全ての達成率
　図２は，令和元年度の全校児童の取組カード（４月～
２月の計◎・○の７項目の平均達成率）の結果である。
グラフからメディア，読書，柔軟運動，早寝の４項目が
90％に達していないことが分かる。その４項目のうち，
養護教諭として指導の成果が表れやすいものがメディア
であることや，中学校区での最重要課題がメディアであ
ることを考え，調査１はメディアに絞って分析を行って
いく。
　②　取組カードにおけるメディア項目の分析
　図３は，令和元年度のメディアの取組結果である。棒
グラフの下部は肯定的評価（◎・○）を示し，上部は否

表１　「けんこうの日」の流れ
前日 当日 翌日～次回の「けんこうの日」まで

養護教諭 ａ担任へ取組カードを配付，要点の説明 ｅ登下校時に玄関に立ち，児童の観察 ｈ取組カードの集計・結果入力
ｂランチルームでの全体指導 ｆランチルームでの全体指導 ｉ個別指導・取組結果の提示

担任 ｃ取組カード配付 ｇ児童への声掛け，励まし ｊ取組カードの回収・取組結果の確認
ｄ児童への声掛け，励まし

図１　取組カード（記入済）
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図３　令和元年度「けんこうの日」のメディアの取組結果
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図２　全ての項目の１年間を通した達成率
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定的評価（△）を示している。また，棒グラフの下表は，養護教諭が全校児童へ行った指導の有無を示している。指導
を実施した日を○，実施しなかった日を×，より重点的に指導（生活見直し強化週間の実施，プレゼンテーションソフ
トを使用したメディア指導）をした日を◎とした。まず★がついている11月８日と２月10日のグラフに着目する。達成
率はどちらも８割を切っている。保健日誌より，両日とも保健室で対応する児童が出たため，養護教諭による全校児童
への指導を行っていなかった。この２日以外は養護教諭が全校児童への指導を行った。つまり，養護教諭からの指導が，
全校児童に対して行われないと数値が下がっている。このことから，養護教諭による全校児童に対するメディア指導は，
取組に対して肯定的評価をする児童の増加に寄与している可能性がある。
　続いて，図３のＡ～Ｅの数値が上昇した各５ヶ所について着目する。まず，ＢとＤの期間について日誌を振り返ると，
養護教諭によるメディア指導を他の期間よりも重点的に行っていた。Ｂの前日である10月７日から１週間「生活見直し
強化週間」を実施した。よりメディア使用時間に気を付ける児童が増えたことで，数値の上昇が見られたのだろう。ま
た，Ｄの期間については冬休み明けということで，生活リズムを取り戻す指導を全校児童に対して行った。プレゼン
テーションソフトを使用し，視覚的に分かりやすくメディアの中毒性について指導したことで，数値の上昇が見られた
と考える。残りのＡ・Ｃ・Ｅの期間では，全校児童へ「けんこうの
日」の取組に対する通常の指導を行っている。その際，他の児童の
取組について紹介する場を設けた。以上のことから，プレゼンテー
ションソフトを使用した視覚的に分かりやすい指導や友達の取組紹
介をするなど，具体的な例を示すことが数値の上昇につながり，児
童の生活習慣改善につながると考えられる。
　また，図４は，メディアの全校児童取組結果を学期別に示したも
のである。１年を通して80％以上の児童が，自分で決めたメディア
の使用時間を守って取り組んでいた。学期別に見ても大きな変化は
少なく，取組が習慣化していることが分かる。一方，すべての学期
で２割弱の児童が「できなかった（△）」と評価している。その２
割弱の児童は，年間を通して同一の児童であることが多かった。こ
れらの児童の改善を図ることが，次年度の数値の向上につながると考える。
　以上をまとめると，次の知見が得られた。

　②から，養護教諭の全体指導だけでは限界があることが分かった。小林ら（2010)5)を参考にし，担任や保護者にも
協力してもらったり，養護教諭の指導の効果を高める質の高い個別のアプローチを実施していったりして，改善を図っ
ていく。

４　調査の実際２　　養護教諭と担任の手立ての分析【令和２年４月～令和３年７月】
（1）目的
　調査１の結果を踏まえ，調査２は，養護教諭と担任の手立てが「けんこうの日」の取組に対し，どのような効果を与
えたのかを明らかにする。
（2）分析方法
　　①　取組カード（取組カードの内容は，前出のとおりである）
　カードに記入された３段階評価，コメントから分析を行う。対象は全児童と生活習慣改善が難しい児童の中から抽出
した児童１名とする（以下，児童Ａ）。児童Ａは，調査１を通じて「できなかった（△）」と評価し続けた２割弱の児童
の一人である。
　　②　抽出児へのアプローチ
　取組カードから，当時３年生の児童Ａはコロナ禍のため，臨時休業中に新しいゲーム機の購入やYouTubeの視聴等，
メディア使用の多様性が確認された。保護者のコメントからは「時間になってもメディアを止められない」「支度が遅
くなり，寝る時間が約束より過ぎてしまう」など，困り感が見受けられた。宮崎（2021)6)は，「（前略），児童生徒に向
けられた養護教諭の働きかけは，感情を認識することにより自己受容につながり，成長を助け，自己実現へと支援す
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図４　令和元年（平成31年）度
　　「けんこうの日」の全校児童取組結果

調査１の知見

①養護教諭から全校児童への指導が無い時に目標達成率が低下することから，全校児童への全体指導は，肯定的評
価をする児童の増加に寄与している可能性がある。

②２割弱の「できなかった（△）」児童に対して，養護教諭の全体的な指導だけでは取組を改善することは難しい。
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る。」と述べている。ならば，養護教諭が生活習慣指導と自己受容を高めるラポートをとること（個への積極的なアプ
ローチの実施）で，肯定的評価への支援につながると考え，児童Ａに行ったアプローチを分析する。
　　③　集団的目標の設定及び学級掲示物での明示
　目標を掲示することについて，石田（1979)7)は自らの研究において，
「集団問題解決において目標およびその目標に至るステップ数が掲示さ
れた場合には，目標課題の解決が高められることが示され，（中略）目
標だけが提示された場合でも課題の解決にかなり有効であることが示さ
れた。（中略）また，こうした傾向は，集団，個人のいずれのレベルの
成績でも認められた。」と述べている。ならば，クラス全員で目標を決
めて手立てを打つことは，結果の上昇につながると考える。調査２では，
集団的目標の設定・掲示の効果を検証する。
　　④　養護教諭と担任の指導内容
　図５は，６年生全員分の「けんこうの日」の取組結果をグラフ化し，
養護教諭からのコメント等を載せたものである。６年生は取組結果に課
題が多くあり，最も取組改善が必要な学年であるため取り上げた。担任
がクラスの実態を把握し効果的な指導を行うために，養護教諭から担任
へ示した。この資料により，「けんこうの日」の取組の際，ポイントを
押さえた声掛けや指導がよりしやすくなるのではないかと考えた。
　図６は，集団的目標を決める際の資料である。取組後半はメディアだ
けでなく，他の項目にも視野を広げ，苦手な項目に取り組むことができ
るよう集団的目標を学級に掲げることにした（例：メディアを全員で肯
定的評価にする）。メディアを含めた取組３項目を養護教諭が決め，「け
んこうの日」の前日に図５と一緒に担任に配付した。また，担任と児童
でどの項目にするか前日に設定した。資料の提供や集団的目標を設定す
ることで，児童がより意欲的に取り組めると考えた。以下ではその効果
について分析を行っていく。
（3）　「けんこうの日」の取組についての分析
　　①　メディアの達成率の分析【令和２年４月～令和３年７月】
　図７は令和２年度・３年度（１学期のみ）の全校児童のメディアにお
ける肯定的評価の達成率を示している。令和２年度の結果は82.6％で
あった（調査１より，令和元年度は85.0％）。令和３年度は否定的評価
が固定化している児童に対して取組意欲が向上するよう，クラス全員で
目標を決め，確認できる環境を整えた。結果，図７の令和３年度の数値
が示すとおり90.4％と，１番良い取組結果であった。集団的目標決めを
実施するにあたり，当時の教職員間の会話や担任へのインタビューを以
下に示す。
　下線部①，②，③から，教職員間で児童の取組実態について情報共有
することができている。また下線部④，⑤からは，養護教諭だけでは限
界があり，担任との連携の良さが述べられている。児童だけでなく，教
職員間で連携しながら手立てを考えたことが，数値上昇の要因として考
えられる。
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図５　担任への配付資料

 

 
 
 

図６ 教室掲示用の目標 

 

図６　教室掲示用の目標

 
 
 

 
 
 

図６ 教室掲示用の目標 
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図７　「けんこうの日」メディアの３年間
　　　の達成率

－教職員間の会話－
養護教諭：「けんこうの日」の取組がメディアを含め，ある程度定着してきています。
教員Ａ　：①メディアの達成率も80％を継続して超えていますもんね。
養護教諭：②取組がマンネリ化しないか，心配です…。
教員Ｂ　：クラスごとに焦点を置いてみるのは？
養護教諭：③どうしても△（できなかった）になってしまう子もいるので，周りの力で肯定的評価に伸ばしていくきっかけをつくりたいです。
教員Ａ　：なら，④クラスごとに目標を決めて取り組む形にしてみたらどうですか？
養護教諭：⑤良い考えですね。担任と子供たちで話し合い，「みんなで決めた目標だから頑張る！」と，取組むきっかけになるといいです。



257

　前記の感想は，令和３年度の１学期終了後に担任２人にインタビューした内容である。下線部⑥では担任の苦悩が感
じられたが，下線部⑦，⑨と更に担任が手立てを打ったことで，下線部⑧，⑩の保護者や児童の良い姿を実感している。
つまり，目標の掲示・目標に至るステップ（手立て）の有効性が感じられる。
　実際に児童の声として，３年生が目標を決めた際
の会話内容が右記になる。下線部⑪，⑫では，児童
がクラスの実態を把握することができている。さら
に，下線部⑬～⑯では担任の助言を元に，グラフを
確認しながら自分達で目標決めを進めている。つま
り，目標を意識して，「けんこうの日」の取組を実
施していることが分かる。以上より，集団的目標を
担任・児童で一緒に考え決定し，掲示をするという手立ての有効性が深まった。
　　②　「けんこうの日」における児童Ａの取組達成率の分析　－個別アプローチを行った児童Ａの変容分析－
　図８は，児童Ａの令和２年度・令和３年度の「け
んこうの日」の全項目における達成率を示したもの
である。特に，令和３年度は児童Ａに対し，以下の
アプローチを行った。

　結果，早寝以外の数値が全て改善され，柔軟運動
については約41％も上昇した。つまり，図８のグラ
フから個別アプローチを実施したことで，取組が改
善されたことが分かる。
　メディア中毒の一歩手前だったこともあり，以下
の分析はメディアに絞って行う。令和２年度のメディアの達成率は52.9％だった。しかし，個別アプローチを継続して
行っていくと，令和３年６月の児童Ａの振り返り欄には「最近はけんこうの日みたいに意識できているけど，早ね・早
起きができるように７月20日は全部◎にしたい。」と記述があり，翌月の７月20日の取組は全７
項目において，「◎（進んでできた）」を達成することができた。保護者からも「前日から意識し
て取り組んでいました‼メディアも今日は守れて◎！」と，肯定的なコメントがあった。結果，
令和２年度と比べて肯定的評価を18.5％伸ばすことができた。学校での個別アプローチを継続し
た支援が，児童Ａのメディア達成の数値上昇に肯定的な影響をもたらした可能性がある。
　実際に児童Ａは，校内で養護教諭を見かけた時や保健室来室時に，起床時間の報告を毎日して
いる。起きる時間が遅くなった要因や朝の様子について養護教諭が問うと，詳しく返答する。そ
れに対し，良かった点や改善点について養護教諭がフィードバックをするようにした。養護教諭
との日々の会話が児童Ａの自己受容につながり，目標達成への取組支援につながったのであろう。
学校行事（七夕集会）での短冊には図９のように，「早ね早起きができますように」という記述
をしていた。他の児童はコロナの終息や健康でいられることを願う短冊が多かったが，児童Ａ

－教員Ｂの感想－
最初は肯定的評価が少ない項目に対して改善点を意識させ，その後「今回はどれをみんなで一緒に頑張る？」という流れで進めていた。
⑨決めた目標項目に赤でチェックさせ，「クラスのめあてだから！」と頑張る子供が多かった。（中略）回数を重ねた後，⑩子供たちの方
から「金曜だから早寝が難しそう…」「だから目標にしたらいいんじゃない？」と声が上がるようになり，自分たちで考える姿を目にす
ることができた。

－目標決めをする際の３年生の会話－　
児童Ａ　：⑪早寝は多くの人ができているからいいよね。
児童Ｂ　：⑫メディアと読書を頑張らないとね。
担任　　：⑬２つを一気にするのは難しいから，一つに絞ろう。
児童Ｃ　：⑭（グラフを見ながら）メディアと読書，どっちが◎少ない？
担任　　：⑮読書の方が少ないから、読書を頑張った方がいいかもね。
児童Ａ,B,C：⑯そっか，じゃ，読書だね！

 

 
図８　児童Ａの２・３年目の「けんこうの日」の達成率

①生活習慣に関する会話を，毎日１回以上，児
童Ａと行う。

②保健指導や自己肯定感が高まる指導の実施。
③取組カードをもとにした改善策の提案。

　図９　短冊への願い
　　事を記載した写真

－教員Ａの感想－
⑥最初は目標を担任の方で設定しても意識してもらえなかった。今回の実施にあたっては「読書」に設定し，⑦カードに「読書を頑張
る」と一人一人書かせた。すると，⑧保護者にも意識してもらうことができ，読書に関する保護者コメントが増加した。コメントを見て
嬉しくなった。
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は違った。また，令和３年１学期最後の「けんこうの日」には，児童Ａ自ら「初めてパーフェクト！（１，２，３年の
ときに１回もない）」と，カード内への記入もあり，嬉しい様子が伝わってくる。つまり，日々の養護教諭との良い関
係性が，児童Ａの生活習慣を改善しようとする意欲の向上につながった可能性がある。
　以上をまとめると，次の知見が得られた。

５　結論
　本研究では，調査１においてメディアをはじめとした「けんこうの日」の取組の効果を高めるためには，養護教諭に
よる全体指導が欠かせないことが明らかになった。また，調査２から，更に取組を向上させるために集団的目標を掲げ
担任や児童と連携して取り組むことが児童の取組意欲を活性化させ，達成率の上昇につながった。同時に，個別に継続
したアプローチを実施したことが生活習慣改善のきっかけとなり，数値の向上につながった。
　以上をまとめると以下のことが明らかになった。

６　今後の課題
　生活習慣改善のために講じた手立てが有効であったかをより正確に判断するために，今後は複合的な影響要因を排除
し，検証していきたい。今回の研究より，児童Ａのように児童に適した個別アプローチを展開することで，取組の改善
につながる可能性があることが明らかになった。児童Ａ以外にも改善を必要としている児童がいることは事実であり，
同じ手立てを取ったからといって，他の児童にも効果があるとは言い難い。また，否定的評価の回答が多い児童に目を
向けると，家庭での環境や親子関係にも要因があり，「メディアから抜け出せない」「メディア以外の楽しみを見つけら
れない」といった課題につながっている。今後は児童を含めた課題をもつ家庭に焦点をあて，多面的なアプローチを模
索していきたい。
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調査２の知見

 ①抽出児童の集団的目標設定や，学級内への掲示環境整備は，「けんこうの日」の取組に対する全校児童の意識を
高め，生活習慣の改善につながることが分かった。

②日々の養護教諭や担任からの個別的で丁寧な関わりが，児童の自己受容を促進させ，生活習慣改善につながった。

　 生活習慣改善のために，養護教諭や担任と共に改善目標を掲げたり，丁寧な個別アプローチを行ったりすること
が，「けんこうの日」における取組達成率向上に肯定的な影響を及ぼす可能性がある。 


